	キャンプファイヤー（CF）確認表　　（入所後の打合せ　有 ）

	団体名
	
	担当者
	

	
	
	携帯番号
	

	実施日
	
	月
	
	日
	(
	
	)
	
	:
	
	～
	:
	
	参加者数
	人

	引率者数
	
	会場準備参加人数
	　　　　　　人（内、引率者　　人）

	活動場所
※活動場所を〇で囲んでください。
	　第１営火場　　／　　第２営火場　　　／　　　グラウンド　　　

	活動のねらい
	

	[image: image1.jpg]


●物品について（☑を入れてください。）
ファイヤーセット、トーチ関係
音響、懐中電灯
まことの火のランプ
必要
ワイヤレスアンプ（マイクつき）
□要　□不要
新聞紙（1日分）
必要
第１営火場用ワイヤレスマイク（2本）
□要　□不要
ファイヤーセット
（薪10束、灯油２L）
※灯油は無料。
□購入
□持ち込み　
第１営火場の鍵
※放送設室内を使用する場合は必要
□要　□不要
トーチ用着火剤
※食堂で販売するトーチ用着火剤は1袋当
たりトーチ9本分です。
□購入( 　　)袋
□持ち込み
CDデッキ
□要　□不要
懐中電灯
※原則として団体でご用意ください。難しいときは団体につき１～２個貸出し可能です。
□要（　　個）
□不要
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※火の長の衣装はありません。
※購入物品の金額については、交流の家HPや
「利用ガイドブック」をご確認ください。
※当日は、食堂で購入する物品をあらかじめ受け取ってから、会場準備開始時刻10分前に事務室にお越しください。貸し出し物品の確認と受け渡しをします。
●研修指導員（有料）依頼の場合のみ記入してください。
※事前に研修指導員と打合せの上、記入してください。また、HP掲載の別紙「国立三瓶青少年交流の家キ
ャンプファイヤー詳細要項」及び「キャンプファイヤー準備と片付けについて」を事前にご確認ください。


◇役割
	火の子（各班１人）★チーフ１人
	班
	班長
	ファイヤーネーム（○○の火）
《例：友情、協力、勇気》
	班のスタンツの内容（5分以内）

	
	1班
	
	
	

	
	2班
	
	
	

	
	3班
	
	
	

	
	4班
	
	
	

	
	5班
	
	
	

	
	6班
	
	
	

	
	7班
	
	
	

	
	8班
	
	
	

	火の長：CFの総責任者
	
	火の使：火の運搬と点火
	

	火の司：全体の司会・進行（研修指導員）
	




【事前指導職員】　　　　　　　　　　　　　
【研修指導員】　　　　　　　　　　　　　　（打合せ時刻）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　☆当日お渡しする資料「キャンプファイヤー　準備と片付けの仕方について」をご参照ください
（交流の家HPの活動プログラムページからもダウンロード可能です）。

　
【来所前】
※研修指導員を依頼する場合は、おおむね1週間前まで　　
に指導員との打合せが必要です。
【実施当日】
※研修指導員を依頼された場合は、実施の約30分前に研修指導員との
　最終打合せが必要です。
※交流の家職員による活動中の指導は行いません。
①ねらいの確認、コールの確認　安全指導　等　

②移動及び活動（安全指導を徹底してください）

　　  ○火のついたトーチは傾けない。
　　　○トーチを持つ際は両手で持ち、人との間隔をしっかり空ける。
　　　○児童生徒は、たき火台に薪を投入しない。
③研修終了・片付け・施錠（第１営火場のみ）・消灯・用具の返却
○活動終了後は、会場のホースを使って消火を行ってください。
　　翌朝、たき火台の片付けを行っていただきます。


	緊急を要する
	
	判断できない
	
	緊急を要しない

	↓
	
	↓
	
	↓

	119番・110番に通報
	→
	応急手当

	↓
	
	↓

	（無線機や携帯電話で）交流の家事務室に連絡


	　まことの火
　1978年（昭和53年）5月2日正午、五月晴れの三瓶山頂において、清純な乙女の手によって、輝く太陽から採火され、交流の家の講堂ホールにあるクリの古木の中に納められ、昨日、今日、明日と燃え続けています。

　愛情豊かで、知恵深い、勇気あふれる健やかな、まことの青年の姿を見守るシンボルファイヤーとして、その名も『まことの火』と命名されました。キャンドルのつどいやファイヤーストームの火の源として採火され、その火は若者たちの心のともしびとして永遠に燃え続けていることでしょう。

※1982年（昭和57年）に開催された第37回国民体育大会島根県大会「くにびき大会」の炬火（キョカ）に分火し炬火リレーに参加しました。




　　








※研修指導員に依頼する場合は、事前に研修指導員と打合せをした上で記載してください。





※団体担当者はここまで記入してください。





会場準備の流れ（目安30～40分）





活動の流れ





交流の家では令和4年度から、たき火台を利用したキャンプファイヤーを実施しています。





林野火災警報が発表された日は実施不可！


☆令和8年1月1日から「林野火災注意報・警報」の運用が開始されました。１月から５月までの期間において、大田市長が林野火災警報を発令しているときは、火の使用に制限がかかるため、キャンプファイヤーを実施することはできません（罰則あり）。





点火時と消火確認時に警備員に連絡してください！


☆当日お知らせする警備員の携帯電話番号に電話してください。


電話を受けて警備員が大田市消防三瓶出張所に連絡しています。








点火時と消火確認時に警備員に連絡してください！


☆当日お知らせする警備員の携帯電話番号に電話してください。


電話を受けて警備員が大田市消防三瓶出張所へ連絡しています。





点火時と消火確認時に警備員に連絡してください！


☆当日お知らせする警備員の携帯電話番号に電話してください。


電話を受けて警備員が大田市消防三瓶出張所へ連絡しています。





事故発生のとき





【交流の家事務室】


＜9:30～17:00＞.


TEL（0854）86-0319


＜17:00～9:30＞


TEL（0854）86-0310


＜夜間緊急時＞


　※当日お伝えする警備員の携帯電に連絡してください。





まことの火








